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岐阜県朝日村青屋川流域の草地植物群落

小野木　三　郎

1．はじめに

乗鞍岳は，日本を代表する高山で，戦時中に軍によって山頂近くまで自動車道路がっくられた。

現在では，乗鞍スカイラインとして完全舗装整備がされ，観光地として賑わっている。そのために，

道路沿いや諸施設周辺での自然破壊・立地の荒廃が目立っている。この乗鞍岳の植生については，

宮脇昭・大塚達之民らの「中部山岳国立公園　乗鞍岳地区学術調査報告」（1969年　岐阜県）があるが，

これは飛騨側の高山帯と亜高山帯についての調査報告である。また水野端夫氏らの「乗鞍スカイライ

ン沿線植物群落の変遷学術調査報告書」（1978年　岐阜県）は，乗鞍スカイラインの沿線に，定点方

形区調査地を設け，工事後の，道路法面の植物群落の遷移を調査したものである。

今回の調査地は，乗鞍岳飛騨側の低山帯にあたる地域で，まだ生態学的ないしは植物社会的に，

そして植物相すらもほとんど調査研究されていない青畳川流域である。古くから林業施業が行あれ，

ほとんど原生林はみられない地域で　二次林ないしは人工植林地が圧倒的に多い。そこで，資料収

集と植物相の解明をめざしつつ，第1年次の今回は，長倉林道沿いの各地点で　草地群落の生態調

査を行ったのでその実態を報告する。野外調査に際し，朝日村役場，久々野営林署青畳担当区及び

岐阜東高等学校成瀬亮司教諭のご協力を得た。植物の同定については，井波植物研究所長井波一雄

氏のご指導を賜った。心から厚くお礼申し上げる。

2．調査地の概況

岐阜県大野郡朝日村は，分水嶺の南側にあり，気候は，夏は太平洋側型，冬期はむしろ日本海側

型の影響が強く，その移行帯にありシラカンパの自然林の生育がすこぶる良好なことから，内陸性

気候下にあるといえる。東北に乗鞍岳（3，036m）があり，東は高根村と接している。北の丹生川村

との境には，丸黒山（1，956m）日影平山（1，595m），高山市境には牛首山（1，408m）大向（1，315

m）などがある。南東には御岳山（3，063m）があり長野県と接し，南の小坂町境には，法仙峰（1，

745m），西の久々野町境には，栃尾山（1，351m）高峰山（1，303m）などが連なっている。

乗鞍岳千町ケ原，丸黒山　日影平山等に源を発

する九蔵本谷・長倉本谷・岩井谷の渓流は，青畳

川となり上ケ見地区で飛騨川本流と合流，村の中

心部を西に流れて久々野町に入っている。

この青畳川流域一帯は，大部分が冷温帯のブナ

ーミズナラ群集域にあり，丸黒山及び千町ケ原を

とりまく標高1，500m以高の地が，わずかに亜高山

帯のシラビソートウヒ林群集域にある。しかし，

南隣りの御岳山低山帯と同じように，本地域には

本州中部内陸部の一般的傾向通りにブナ林は見ら

れない。乗鞍岳山麓では，平湯峠北斜面に，ブナ
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写真1　調査地の遠望，雪の山は乗鞍岳．
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ナ林が発達しているたけである。

本地域の山地てつま，官行造林地，公団造林地，公社造林地等も多くみられ　私有地はもとよりそ

の奥山の国有林一一帯まで　古くから伐採，植林事業が行われてきた。九歳林道・長倉林道は標高1，

500－1，600mまで達しており，長倉林道起点近くには「あさひの森」が達成されている。これは，

岐阜県生活環境保全林として作られたもの，他に青畳カクレハキャンプ場・フィールドアスレチッ

クが併設され　また日影平山北西の国立青年の家に通じる車道も整備中で　近年この地を訪れる人

も増加している。千町ケ原をとりまく国立公園指定地内を除いて，青畳IIi流域一帯の山地は，ヒノ

キ，カラマツの人工植林地あるいは落葉広葉樹の二次林におおわれ，また伐採跡地のササ原や高茎

草原，家畜飼料採草の山地草原なども目立っている。

鞄11… �����/��h������富����亦�

写真2　丸黒山の西北斜面
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写真3　日影平山へと続く丹生川～朝日村境の尾根
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しかし，この地はアオヤシヤクナゲ（RhododendronhidaenseMakino）〔ボンシヤクナゲとハク

サンシヤクナゲの問種と考えられている。）の産地であり，オオバコウモリ（Cacalia hastata L．

Subsp．orientalisKitam．var．ramosaKitam．）を採集するなど，分類学的，分布地理学的に注目さ

れる種の産地である。資料収集とそれに基づいた分類・分布地理学的調査研究・並びに植物相の解
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写真4・5　オオ／くコウモリの標本

明，さらには野外調査による生態学

的データー収集等が，大いに望まれ

る地域である。

3．調査方法

今回の調査では，朝日村上ケ見地

区から，青畳川にそって「二又」地

区を通り，長倉林道をたどって丸黒

山山頂に至るまでを踏査した。資料

収集・植物相解明のために，植物標

本を採集し，植生概観を把握するた

めに，要所要所では，群落の構成種

名，植生断面図を記録した。林道沿

いの草地群落（ソデ群落）の実態，

帰化種の実態を把握するために，標

高の違う各地で方形調査を行った。

調査地点て当ま図1の①～⑲の10カ所で1地点につきlXlm2の方形区を5－10カ所設け，出現植

物の被度（C）高さ（H）を測定した。夜宴は沼田の被度階級値（4．3．2．1．1：＋）を用い，

平均値算出には1′＝0．2　十二0．04を用いた。オフく設置数が10カ所以内であるため，積算優占度は頻

度を除いて被度，高さから算出した。野外調査は，7月21－25日，8月5－7日の短期間に行おれ
十＿
l一一〇

4．調査結果

（1）丸黒山の植生

丸黒山（1，956m）の朝日村側斜面

は，皆伐地で自然林は，まとんどなら

れない。（写真2．3）南及び東側斜

面，丹生川村側には高さ15m内外の

亜高山帯針葉樹の自然林がみられ

る。山頂一帯にみられる高木て㍉ま，

コメソガが優占種で，アオモリトド

マツ，トウヒ，ゴヨウマツ，ダケカ

ンバがみられ，亜高木層にコメソガ，

アオモリトドマツ，ネズコ，ダケカ

ンバ，ナナカマド，低木層にはオオカ

メ　ノ牛，ミネカケテ，アカミ　ノイヌ
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写真6　丸黒山山頂三角点　写真7　丸黒山山頂東側のコメソガ林
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ツゲ，コシアブラ，ヒロバソリバナ，コメソガ，アオモリトドマツ，ダケカンバ，草本層にはササ

類，マイズルノウ，ゴゼンタチバナ，タケシマラン，バイカオウレン，ミヤマシグレ，ツルツゲ，

ツルリンドウ，シノブカグマ，ヤマソテツ，オオカメノキの幼木，コメソガ（幼木）アオモリトド

マツ（幼木）があった。この丸黒山東側一千町ケ原を経て乗鞍岳主峰にかけてのいわゆる飛騨側亜

高山帯には，針葉樹林が，大面積にあたり自然状態で保存されており，本地域のコメ　ソガを主とし

た針葉樹林は，その最先端部分に位置しているものである。組成的には，御岳山のコメソガ林とは

大きな差はない。

丸黒山から北西へ，日影平山へ至る尾根路（登山道）では，天然更新中のダケカンバ林がみられ

る。写真8のような若い段階のものから，樹高15mに達する高木林まである。標高1，900mの尾根筋

の観察では，高木層をダケカンバが優占し，ウラ

ンロカンパがまじり，亜高木層にシラビ、ソ，トウ

と，ウランロカンパ，ナナカマド，低木層にオオ

カメノキ，コミネカェテ，コシアブラ，ヒロハツ

リバナ，トウヒ，コメツガ，草本層をササ類が優

占し，ツルシキミ，ツルツゲ．ヤマトユキザサ，

マイズルソウなどがみられた。図2はそのダケカン

バ林の断面スケッチ図である。放置すれば，やが

ては亜高山帯針葉樹林へ移行していく遷移の途中

にある林分といえる。

図一2
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写真8　天然更新中の若いダケカンバ林

丸黒山北西尾根，標高1，900m 
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（2）調査地1．長倉林道終点　標高1，480m

丸黒山の北西斜面に入り込んでいる林道の終点

で　写真9のように，先は高さ10m前後，目の高

さでの径15cm前後のカラマツ人工林となってい

る。道路の両側は，高さ100－130cmに達するイタ

ドリ，ゴマナ，ヤマヨモギ，ヨツバヒヨドリバナ，

ウト，ノリクラアザミ等を主とした高茎草本の草

地群落である。山の斜面は，右岸・左岸上も皆伐

間もないササ原及びカラマツの人工植林となって

いる。谷筋には，カツラ，ウランロモミ，ミズナ
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写真9　長倉林道終点地の景観

ラ，トチノキ，ハウチワカエテ，イタヤカエテ，

ウリハダカエテ，オオイタヤメイゲツ，オヒョウ，ダケカンバ等の亜高木，小高木，低木等もみら

れ，この地の潜在植生の一端をみせている。草本類では，オオバコウモリ，ハクサンカメバヒキオ

コシ，ハンゴンノウ，ヤマブキショウマ，ズタヤクシュ，タマガワポトトギス，マイズルソウ，キ

ソチドリなどの深山性のものがある。林道終点の路上で，図3のように道路を横断して1×1m2の

方形を線状に7カ所設け調べた結果が第1表である。

図一3 �+(��ﾛ���&��

7m　　　　lm　　r 　　　　　　　　（ 

オオバコ，シロツメクサが頻度100％，高さ，被

度ともに優占し，出現種16（以下シダ植物以上の

高等植物に限る。表中●印が帰化植物）のうち帰

化種は6，帰化率は種類数で37．5％，優占度で35．

6％であった。表に現われない帰化種としては，ア

カツメクサ，ヒロハギシギシがあった。ヒメスイ

六は，徒歩道沿同こ高度をあげ，標高1，680m地点

でもみられた。

現在て言ま車の乗り入れもほとんどなく，この

まゝ放置されれば，周辺部と同じイタドリ，ヤマ

ヨモギ，ノリクラアザミ，ゴマナを主とした高茎

草本群落へ移行していくものと考えられる。

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相　対値 剋g古度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�被度 

オ　　オ　／言　　コ �#(�C��2．20 �����100 �����100 

●シ　日　ソ　メク　サ ��8�C��1．20 �����63 鉄R�59 

イ　ワ　ア　カ　バ　ナ ��x�C��0．17 �#��78 唐�43 

●ハ　　′レ　オ　ヤ ��8�Cb�0．43 �#��62 �#��41 

ク　　　　サ　　　　イ ��8�C��0．31 鼎2�60 ��B�37 

ウ　ツ　ボ∴グ　サ ��(�C��0．31 �#��59 ��B�37 

●ヒ　メ　シ」オ　ン ����CB�0．14 ��B�52 澱�29 

●タチイヌノフグリ 店�C��0．09 鼎2�23 釘�14 

ク　ノレ　一丁∴／言　ナ 店�C��0．03 �#��23 ���12 

スズメ　ノカ　タビラ 滴�C2�0．07 鉄r�20 �2�12 

フ　　　　　　　　　キ 滴�C2�0．03 ��B�20 ���11 

コ　　ナ　　ス　　と �8�Cb�0．06 �#��16 �2�10 

●ヒ　メ　ス　イ　六 �(�C��0．14 ��B�13 澱�10 

3．6 ���C�2�29 ��b�1 湯�

ソ　　　　ソ �(�C��0．01 ��B�10 ���CB�5 

蘇ニ∴∴書　　　類 ���C��0．17 �#��0．5 唐�4 

●オランダ：∴　ナグサ ���Cr�0．01 ��B�3 ���CB�2 

（3）調査地2．鋸岩付近本谷合流地標高1，270m．

林道を離れて，渓谷沿いの草地に入ると，人為の影響を受けない自然植生がみられる。丸黒目」の

南面に源を発する長倉本谷をさかのぼると，谷筋には，サワダノンミ，ハリギl），ハウチワカェテ，

オオイタヤメイゲツ，カツラ，ミズナラ，ヤマク′レマ等の高木，リョウシ　オオカメノキ，イボタ

ノキ，ウランロヨウラク，オオヤマレンゲ，ハスノハイチゴ，ボンシヤクナナ，二十7トコ，コマガ
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タケスダリ，ヤマウルシ等の低木がある。標高
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写真10　長倉本谷の景観

1，280mの左岸には，高さ約30m，目の高さでの径

80cmのミズナラ巨木が残されている。随所にヒノキ，サワラという温帯性の針葉樹も自生している。

この本谷への入口付近の林道沿いには，カモガヤ，シロツメクサの帰化種があり，イタドリ，ヤマ

ハハコ，アキノキリンノウ，クガイノウ，アカツ，ヨツバヒヨドリバナ，フキ，ヤマブキショウマ，

オオバコ等が普通である。長倉本谷の渓流沿い，図4に示した左岸沿い　サワグルミ林のソデ群落

に，1×1m2の方形区を任意に7カ所設けた。その結果が第2表であり，さらに右岸の植生断面を

スケッチしたのが図5である。

林道からあずか20mほど入った渓流沿いの草地であるが，帰化種は全くみられない。ノリクラア

ザミの優占虔100に対し，アマニュウ36，イタドリ28，フキ24，ハクサンカメバヒキオコシ23，と続

き，ヤダルマノウ，オニシモツケ，コチャルメルノウなどが目立っていた。

第2表

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相　対値 剽D占度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�被度 

ノ　リ　ク　ラ　ア　ザ　ミ ��SH�C��3．00 �����100 �����100 

ア　　ーブ　　二　　二1　ウ 都H�C2�0．71 鉄r�48 �#B�36 

イ　　　タ　　ト　　リ 鉄X�C��0．58 都��36 ����28 

フ　　　　　　　　　　　キ �3(�C��0．78 塔b�21 �#b�24 

ハクサンカメ六と干すコシ 鉄��C��0．43 鼎2�32 ��B�23 

ウ　ワ　バ∴ミ　ソ　ウ �#��Cb�0．71 鉄r�19 �#B�22 

14．3 ���CsB�71 湯�25 ��r�

ヤマブキシ　ョ　ウマ �3��C��0．31 鼎2�19 ����15 

ク　　ガ　イ　　ノ　　ウ �3(�C��0．20 鼎2�21 途�14 

ヤ　ダ　ル　マ　ノ　ウ �#X�Cr�0．31 鼎2�17 ����14 

ヤ　マ　ア　ジ　サ　イ ����C��0．43 �#��6 ��B�10 

ヨツバヒヨドl）六ナ �#��CB�0．14 ��B�14 迭�10 

ヤ　マ　　ヨ　モ　ギ �#��CB�0．14 ��B�14 迭�10 

15．7 ���C�B�14 ����5 唐�

7　　　　　㌧　　　　　∴∵ ��H�C2�0．14 ��B�9 迭�7 

ヤ　マ　イ　ヌ　ワ　ラ　ビ 嶋�Cb�0．14 ��B�6 迭�6 

ヒ　カ　ケ　ミ　ツ　バ ��H�C2�0．03 ��B�9 ���5 

6

コ　　　　　マ　　　　　ナ ��(�C��0．03 ��B�8 ���5 

タマガr7ポトトキス ��(�C��0．03 ��B�8 ���5 

4．3 ���C�B�14 �2�5 釘�

ク　ロ　ク　モ　ソ　ウ 度�C��0．09 鼎2�5 �2�4 

ネ　コ　ノ　メ　ソ　ウ �8�Cb�0．17 �#��2 澱�4 

不　明　種（幼木） 滴�C2�0．14 ��B�3 迭�4 

シラ　ネセ／キュ　ウ 度�C��0．06 �#��5 �"�4 

ヒ　ロ　ハイ　ヌ　Tブ　ラ　と 嶋�Cb�0．03 �#��6 ���4 

アキ　ノ　キリ　／ノ　ウ 嶋�Cb�0．01 ��B�6 ���C2�3 

リ　ョ　ウ　メ　ン　シ　タ 店�Cr�0．03 ��B�4 ���3 

オ　　　　ン　　　　ダ 店�Cr�0．03 ��B�4 ���3 

ス　　　　ギ　　　　ナ 店�Cr�0．01 �#��4 ���C2�2 

ショウショウ六カーブ �8�Cb�0．03 �#��2 鳴�2 

ェゾノ　コツバム　グラ ���CB�0．03 ��B�1 鳴�1 

ーマ　　　タ　　　ダ　　　ビ �(�C��0．01 ��B�2 ���C2�1 

オオバ　ミ　ゾポオズキ �(�C��0．01 ��B�2 ���C2�1 

ン　ユ　ウ　モ／ン　シ　タ �(�C��0．01 ��B�2 ���C2�1 

蘇　　　苔　　　類 ��ﾂ�1．43 都��－ 鼎�� 
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（4）調査地3．林道中間点標高11．50m

長倉本谷から少し離れた左岸上に設けられた林

道わきの草地で，図6に示したように，谷側斜面は

高さ5m前後の若いヒノキの人工植林，山側斜面

は高さ10m前後のヒノキ人工植林地である。車道

に沿って谷側の草地に，1×1m2方形区を任意に

8カ所設けた。その結果が第3表である。組成的

には，ススキーワラビを優占種とする山地草原で

あるが，帰化種ヒメジョオンが頻度38％で現あれ

た。ブタナかこの付近で開花中であった。他にオ

トコヘシ，オカトラノオ，イヌガシック，があった。

〕i÷ ∵∴ ：i： �+(ﾛ�&��

」＿＿」 

－6 凩�;����ﾛhｭﾒ�

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相　対値 剽D占度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾘ��7��俘(+2�被度 

ス　　　　ス　　　　キ ��C��C��1．50 �����100 田��80 

ワ　　　　　フ　　　　　と 塔(�CR�2．50 塔��59 �����80 

ヤ　マ　ヨ　モ　ギ 涛(�CR�0．95 �����66 �3��52 

ノ　コ　ン　ギ　ク 鉄h�C"�0．83 �����40 �32�37 

ク　マ　イ　チ　コ 鉄h�C2�0．23 田2�40 湯�25 

イ　ワ　ガ　ラ　ミ ��H�CB�0．95 �����10 �3��24 

モ　ミ　ン　イ　チ　ゴ �3h�C2�0．25 都R�26 ����18 

ヨツ六とゴトリバナ �3h�C2�0．28 �3��26 ����19 

ウ　　　　　　　　　し、 �#8�C��0．28 �3��17 ����14 

イ　　タ　　ト　l） ��h�C2�0．38 �#R�12 ��R�14 

コ　ウ　ノ　リ　ナ �#8�C��0．15 �#R�17 澱�12 

ノ　　ア　　ザ　　ミ �#H�C2�0．15 �#R�17 澱�12 

ボ　タ　ン　ズ　′レ ����C��0．18 �3��13 途�10 

ヤ　て　ブ　ド　ウ 度�CR�0．38 ��2�5 ��R�10 

9．4 ���C3��50 途�12 ����

ナ　ン　ノ　シ　ョ　ウ　コ ����C2�0．18 鉄��8 途�8 

●ヒ　メ　シ　ョ　オ／ ����C��0．66 �3��13 �"�8 

ノ　リ　ウ　ツ　キ ��8�C��0．05 �#R�10 �"�6 

フ　　　　　　　　　キ ����C2�0．08 �3��8 �2�6 

ヌ　ス　ビ　ト／、ギ 嶋�C��0．13 ��2�6 迭�6 

－　7　－
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タ　チ　ッ　ボ　ス　ミ　レ 塗�C��0．10 鉄��5 釘�5 

ヤ　ブ　ノ　ラ　ミ 度�CR�0．03 ��2�5 ���3 

ア　　　　カ　　　　ソ �8�C��0．03 ��2�3 ���2 

ハク　サンアザ　ミ �8�C��0．03 ��2�3 鳴�2 

ミ　ツ　六　ア　ケ　ビ ���C��0．03 ��2�1 鳴�1 

チ　　ゴ　　ユ　　リ ���C��0．01 ��2�1 ���C2�1 

カ　　タ　　バ ���C2�0．01 ��2�1 ���C2�1 

1写真11長倉林道の景観（調査地3）

（5）調査地4．長倉林道出入ロゲート．標高1，040m．

出入ロゲートを上流へ入ったところの山側の草地である。ミズナラ，ヤマハンノキ，フササクラ

などの高木，オオバクロモジ　ハナイカダ，ハスノハイチゴ，ヤマアジサイなどの低木がみられる

落葉広葉二次林にそった日陰地で　小さな谷筋から道路上へ水が流れ出ている湿性地である。調査

地3とは対照的な環境である。反対側，谷側にはセメントの路側帯が設けられており，こちらは路

傍群落のオオバコが群生しており，シロツメクサ，

ヒメショオンの帰化種も生育している。山側の日

陰草地に，1×1mの方形区5カ所を設け測定し

た結果が第4表である。高さでまタマアシサイ，

被度ではウ「7バミノウが優占し，ススキ～ワラビ

型山地草原とは異なった組成である。

n �+"� ��

査 �� 

業患 �� 
l ��

長 

倉 
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写真12　調査地4，日陰の湿性地

8

憤　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相対値 剋g古度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�夜宴 

タ∴マ∴ア∴シ　サ　イ 都H�C��2．00 �����100 都r�89 

ウ17　六∴ミ　ノ　ウ 鼎x�C��2．60 �����64 �����82 

ヤ　マ　ア　ジ　サ　イ 鼎8�C��0．52 �����58 �#��39 

二】　　　　　‾マ　　　　　ナ �3��C��0．24 鼎��51 湯�30 

ヤマノキシ　ョ　ウマ �#��C��0．44 鼎��38 ��r�28 

ミ　ヤ　マト　ウ，六　ナ �3(�C��0．28 田��43 ����27 

ク　　jj＼　イ　　ソ　　ウ �3(�C��0．12 田��43 迭�24 

ヤ∴ナ　ノし　て　ソ　ウ ��8�C��0．60 �#��18 �#2�21 

ポソ六∴ガンク　どソウ �#(�C��0．20 �#��30 唐�19 

イ　ヌ∴ガ　ン　ノ　ク �#��C��0．24 鼎��27 湯�18 

イ　　　タ∴∴∴ト　　i） �#(�C��0．12 田��30 迭�18 

ア　　　　　カ　　　　　ソ ��h�C��0．20 �#��22 唐�15 

ミ　ヤ∴マ∴タ∴∴　ソ　バ ��X�C��0．12 田��20 迭�13 

オ　　　　シ　　　　ダ ��(�C��0．04 �#��16 �"�9 

Carex　　　　Isp． ����C��0．08 鼎��14 �2�9 

トリ　ア　ノ　シ　ョ　ウ　マ 塗�C��0．20 �#��8 唐�8 

ツ　リ　ブ　ネ　ノ　ウ ����C��0．04 �#��14 �"�8 

フ　サ　サ　ク　　ラ 嶋�C��0．04 �#��11 �"�7 

8．0 ���C�B�20 ����2 途�

フ　　　　　　　　　　キ 塗�C��0．04 �#��8 �"�5 

3．0 ���C�B�20 釘�2 �2�

4．0 ���C���20 迭�0．4 �2�

3．0 ���C���20 釘�0．4 �"�

蘇　　　苔　　　類 ��0．68 �����－ �#b�－ 
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写真13　生活環境保全林　あさひの森入口

（6）調査地5．「あさひの森」樹木植栽地　標高950m

六方山（1，402m）の‘東側山麓，長倉本谷浴いの

山腹一帯が，岐阜県生活環境保全林「あさひの森」

として整備されている。芝生広場，遊園地，遊歩

道等を造成し，斜面にはオホノキ，トチノ牛，ヤ

エザクラ等のサクラ類，カツラ，イチイ，カエデ

類等を造園的に植栽している。この植栽地内に，

1×1m2の方形を任意に5カ所設け測定した結果

が第5表である。

その土地の自然植生を取り除いた陽地に，先駆

的に侵入してくる植物群を知ることができる。帰

化種ヒメジョオンが優占度95，帰化率は，種類数

で10．3％，優占度では20，2％であった。山間高地

とはいえ，裸地に一次的に大群生するのは，今で

は平野部と同じヒメショオンである。周辺部には，

表にない種では，オトコヘシ，ヤマホタルブクロ，

リンドウ，ハンゴンソウなどがあった。
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写真15　樹木植栽地

9

写真14　あさひの森の施設の1部

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相　対値 剽D占度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�被度 

●ヒ　メ　シiヨ　オ　ン ��S(�C��1．60 �����100 塔��95 

66．0 ���C���80 鼎2�100 都"�

ノ　　イ　　バ　　ラ 鉄��C��0．80 塔��33 鼎B�39 

62．0 ���Cc��60 鼎��33 �3r�

カ∴∴∴タ �#H�C��1．04 �����16 鉄��37 

ミ　ツバ　ッ　チ　グl／） ��h�C��0．68 �����11 �3��25 

∵　　・∴∴∴∵∴　　∴ �3��C��0．48 塔��20 �#r�24 

24．0 ���CC��80 ��b�27 �#"�

タ　ケ　ニ　グ　サ �#h�C��0．44 田��17 �#B�21 

ズ �#H�C��0．40 鼎��16 �#"�19 

六∴ラ　イ　チ　ゴ ��X�C��0．44 田��10 �#B�17 

20．0 ���C3"�80 ��2�18 ��b�

ノ　コ　ン　ギ　ク �3H�C��0．12 田��22 途�15 

ア　　　　ケ ��X�C��0．32 塔��10 ����14 

●アレナマツヨイグサ ����C��0．20 �#��12 ����12 

16．0 ���C#��20 ����11 ����

∴　　　：●　　　　l： ��H�C��0．20 �#��9 ����10 

10．0 ���C#��40 途�12 ����

ク　マ　イ　チ　二プ ��(�C��0．20 �#��8 ����10 

ノ　　ブ　　ド　　ウ ����C��0．20 �#��7 ����9 

カ　モ　ン∴，グ　サ ����C��0．20 �#��7 ����9 

ヒ　　メ　　ハ　　キ ��h�C��0．09 田��11 迭�8 

●シ　ー〕ソ　メク　サ ����C��0．09 田��7 迭�6 

10．0 ���C���40 途�4 澱�

オ　ト　キリ　ソ　ウ ����C��0．04 �#��7 �"�5 

ダ　イ　コ　／　ソ　ウ ����C��0．04 �#��7 �"�5 

二ュ　　　ナ　　　ス　　　と �8�C��0．04 �#��2 �"�2 

タ　チ　ッ　ボ　ス　ミ　レ �8�C��0．04 �#��2 �"�2 

ノ　　エ　　ク　　サ 塗�C��0．01 �#��4 ���Cb�2 
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（7）調査地6．二又地区道路わき草地標高870m

写真16　ユウスゲの優占する草地

周辺部を水田に囲まれた小高い草地である。

1×1m2の方形区を任意に5カ所設けた。道路沿

いの側溝周辺部には，ヒメジョオン，シロツメク

サ，ムラサギツメクサ，カモガヤ，オオマツヨイ

グサ，オオアレチノギク等の帰化植物がごく普通

であるが，少し離れたこの草地では，ヒメジョオ

ンがわずかに出現しただけである。頻度100％のユ

ウスゲが高さで優占し，被度ではクズが優占し，

これに続いてススキ，ワラビ，アケビ，アキカラ

マツが多くみられた。周辺部には，表に現われな

いものでオオバギボウシ，シシウト，チダケサン

等がみられた。

（8）調査地7．九歳・二叉分岐点　標高850m
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iiノi‾顕幾懇窒霧 　∴∴∴ 溺‾ 劔��∴ 

灘 ����X�����b��ｸ俶侭-I(Iw9�ｸ��7����一∴†〔∵∴． � 刳�l � 

疑墟 　‾‾‾／施 

写真17　家畜飼料の採草地

青屋川流域一帯を含む朝日村は，牛の飼育が盛

んで，家畜飼料の採草地としての山地草原が多く

なられる。その典型的な採草地で，南西向き25‾の

傾斜面，周辺部は，ミズナラ，クリ，ウワミズザ

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相対値 剽D占度 相対値の和 2 

高　さ 俟I7��俘(+2�被度 

ユ　　ウ　　ス　　ゲ ���x�C��1．20 �����100 田��80 

ク　　　　　　　　　ズ �3��C��2．00 塔��36 �����68 

ス　　　　ス　　　　キ 鼎��C��1．00 塔��45 鉄��48 

ワ　　　　ラ　　　　ビ 鼎H�C��0．84 �����41 鼎"�42 

ア　　　　ケ　　　　ビ ��H�C��1．00 �����13 鉄��32 

ア　キ　カ　ラ　マ　ツ 鼎��C��0．48 塔��38 �#B�31 

フ　　　　　　　　　ジ／ ����C��0．80 塔��17 鼎��29 

ツリガネニンジン �3��C��0．28 塔��28 ��B�21 

ノ　コ　／　ギ　ク ����C��0．44 田��18 �#"�20 

オ　オ　チ　ド　メ 祷�C��0．45 塔��8 �#2�16 

ゲン　ノ　シ　ョ　ウ　コ ����C��0．32 塔��10 ��b�13 

ミ　ツバ　ッチクリ ��8�C��0．20 �����12 ����11 

キ　ン　ミ　ズ　ヒ　キ ����C��0．24 鼎��9 ��"�ll 

ク　ル　てi／言　ナ ��(�C��0．16 塔��11 唐�10 

ボ　タ　ン　ズ　ル 塗�C��0．20 �#��6 ����8 

ツ　　　　ル　　　　ボ 店�C��0．20 �#��5 ����8 

ズ �8�C��0．20 �#��3 ����7 

二　　　　万　　　　ナ 祷�C"�0．08 鼎��9 釘�7 

ナ　ワ　シ　ロ　イ　チゴ 嶋�C��0．08 鼎��7 釘�6 

●ヒ　ノ　ン　ョ　オ／ ����C��0．04 �#��9 �"�6 

コ　ウ　ノ　リ　ナ 嶋�C��0．04 �#��7 �"�5 

ウ　ツ　ボ　グ　サ 塗�C��0．04 �#��6 �"�4 

ア　マi∴ド　コ　ロ 店�C��0．04 �#��5 �"�4 

フ　　　　　　　　　キ 滴�C��0．04 �#��4 �"�3 

メ　　ト　　ハ　　ギ 滴�C��0．04 �#��4 �"�3 

タ　チ　ッ　ボ　ス　ミ　レ �8�C��0．04 �#��3 �"�3 

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相対値 剋g古度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�被度 

ワ　　　　　ラ　　　　　ビ 塔H�C��2．80 �����88 �����94 

ス　　　　ス　　　　キ 涛h�C��2．00 �����100 都��86 

オ　ト　コ　ヨ　モ　ギ 田(�C��0．64 塔��65 �#2�44 

ズ　　ナ　　　ラ 鼎8�C��0．80 塔��45 �#��37 

ク　　　　　　　　　　　リ 鼎h�C��0．60 田��48 �#��35 

ーマ　　　ーマ　　　コ　　　ナ �3h�C��0．68 �����38 �#B�31 

47．0 ���C#��60 鼎��10 �3��

アキ　ノ　キリ　ン　ソ　ウ 鼎��C��0．28 田��42 ����26 

サ　　　ル　　　ーブ　　　メ �#��C��0．84 �����21 �3��26 

ズ �#h�C��0．48 塔��27 ��r�22 

ツリ　ガネニ　シ　ン　ン �3(�C��0．24 鼎��33 湯�21 
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クラ，イタヤカエテ，ホオノキ，ウリカェテ，ウ

リハダカェテ，ノリウツギ，エゴノキ，タカノツ

メ，ヤマウルシ，ネコシデ等の落葉広葉樹の二次

林である。この地一帯には，針葉樹としては，ア

カマツ，ヒノキ，ウランロモミ，ヒメコマツ等が

ある。またコナラも生育し，ミズナラとの接点に

なっている。

この典型的な採草地に，1×1m2の方形区を任

意に5カ所設定した。ワラビ，ススキ，オトコヨ

モギに次いで　ミズナラ，クリが頻度80％，60％

の高率で出現し優占度も高い。このまゝ放置すれ

ば，やがては，周辺部と同じ組成の二次林へ移行

していくものと考えられる。

（9）調査地8．九歳地区入口　標高870m

舗装道路に沿った斜面の草地で　約20mの長さ

で小高い水田に通じている。定期的に採草される

：∴ � � 

：子「 ∴∴ 冰ﾈ�H�b� �� 剪���

鱒隷 ��h��������������／∴∴ ∴： � ��b�葉態 劍������h����� 

∴∴子 � 剪� ����

ー1、沫i 凵� ∴∴「子 ／i： �� ����∴： 

渋 凵A1－＿駕 剏O懸 ��疫ﾂ�

iii柴＿ ∴ �� ���� ��迄������2�慈 

添 

i柴適　　∴ 凵u詳ii、 

写真18　調査地8の景観

オ　オ　バ　ギ　ボ　ウ　シ �#h�C��0．40 鼎��27 ��B�21 

ミ　ツ　バ　ッ　チ　ダリ ��x�C��0．52 �����18 ����19 

ノ　　コ　　ン　ギ　ク �#h�C��0．28 田��27 ����19 

ガ　　　　　ナ �#h�C��0．12 田��27 釘�l16 

ヤ　　ワ　　ラ　　シ　　ダ �#(�C��0．16 塔��23 澱�15 

コ　　　、マ　　　　二1∴∴∴∴こ ��H�C��0．24 鼎��15 湯�12 

カ　　　ン　　ポ　　ク ��H�C��0．20 �#��15 途�11 

ノ　　ア　　ザ　　ミ ����C��0．04 �#��19 ���10 

コ　　ウ　　ノ　リ　　ナ ����C��0．04 �#��19 鳴�10 

二　シ　キ　ハ　ギ ��(�C��0．20 �#��13 途�10 

キ　　キ　　　ョ　　　ウ ��h�C��0．04 �#��17 ���9 

オ　ヤ　マ∴ボ　ク　チ 塗�C��0．20 �#��6 途�7 

セ　ン　ボ　ン　ヤ　リ 度�C��0．08 鼎��7 �2�5 

オ　カ　ト　ラ　ノ　オ 塗�C��0．04 �#��6 ���4 

オ　ト　　つ　　へ　　シ 塗�C��0．04 �#��6 ���4 

ヌ　　　　　ル　　　　　フ‾ �8�C��0．04 �#��3 ���2 

ア　　　　　ケ　　　　　ビ ���C��0．04 �#��l 鳴�1 

した。調査結果を素表のまゝ示したのか第8表である。

方形区No．1内だけでは，出現種18のうち，帰化種は5で　種類数

による帰化率は27．8％になる。カモガヤ，ムラサキツメクサ，ハル

ガヤなど牧草からの逸出帰化種は，道路ぎかこ優占的であるのに対

し，ヒメジョオン，オオマツヨイグサは，より内部まで生育してい

た。道路ぎわN0．1から～No．10まで　各1×1m2区内に出現する種数

は，18，14，18，18，20，16，19，18，20，21であるが1×10m2総

面積内では55種に及んだ。道路より離れる程，フタリシズカ，ササ

ユリ，ミヤマナルコユリ，ユウスゲ，等山地性の草本が出現する。

帯状方形区外では，ノアザミ，ツリガネニンジン，ママコナ，ヒヨ

ドリバナ，タケニグサ，イチヤクソウ，シシウト，シオガマギクが

あり，帰化種では道路おきにシロツメクサがみられた。
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わく番号 高さH被度C 植物名 ����"��2�釘�迭�澱�途�唐�湯�����兌ﾘｼ��ﾘ(+2�平均 被度 儻�7��相　対値 剽D占度 相対値の和 3 

H �2�H �2�H �2�H �2�H �2�H �2�H �2�H �2�H �2�H �2�凵Q叉 俘(+2�硬度 

●カ　モ　ガ　ヤ ��#R�1 �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��(�CR�0．10 ����16 湯�13 

ツ　　バ �#��l’ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �(�C��0．02 ����3 �"�3 

トリアシショウて 鼎��1’ �3��1’ �� �� �� �� �� �� �� �� 度�C��0．04 �#��9 釘�7 

ノ　イ　バ　ラ 塔R�1 塔��3 ��#��2 �� �� �� �� �� �� �� �#��CR�0．60 �3��36 鉄R�46 

●ムラサギツメクサ 鼎��1’ �� �� �� 鼎R�1’ �� �� �� �� �� 嶋�CR�0．04 �#��ll 釘�8 

●／、ル　ガ　ヤ 鉄��l 鉄R�1′ 鉄R�1 田��l �#��1 �� �� �� �� �� �#H�C��0．42 鉄��30 �3��34 

ス　　ギ　　ナ �3R�1 �#��l’ �3��l’ ��R�＋ 鼎��1’ ��R�l′ �� �� �� �� ��X�CR�0．18 田��20 ��b�18 

●オ才でノヨイブサ �����l′ �� �� �� ��c��2 ��c��1 �#��1’ �� �� �� 鼎R�0．34 鼎��57 �3��44 

フ　　　　　　　キ �#R�1’ �#R�l’ �3��l’ ��R�＋ �3��1 �� 鼎��1′ �� �� �� ��h�CR�0．18 田��21 ��b�19 

●ヒメンヨオン 都��1’ 塔��1’ ��R�1’ �� �� 涛��1’ 涛��1’ �� �� �� �3H�CR�0．10 鉄��44 湯�27 

ナワシロイチゴ �3��1 �� �� �3��1′ ��R�1 �3��l′ �3��1’ �� �� �� ��8�CR�0．26 鉄��17 �#B�21 

ヨ　　モ　　ギ 都R�1′ �� 鉄��1’ 鼎��1’ �� 鼎��1’ �� 鼎��1’ �� �� �#H�CR�0．10 鉄��31 湯�20 

ノ　コ　ン　ギク �3R�1’ 塔��1’ �� 田��l’ 田��1’ �� �� �#��1’ ��R�l’ �� �#x�C��0．12 田��34 ����23 

ゲンノショウコ �3��1′ ��R�1’ �� �� 鼎��1′ �� �3��1’ �� �� �3��1’ ��H�CR�0．10 鉄��18 湯�14 

オカト　ラ　ノ　オ 鼎��1’ �3��l′ �3��1’ �� �� �� 田��1’ 田��＋ �� 鉄��1’ �#x�C��0．10 田��34 湯�22 

ク　サ，圭　タ　ン 塔��1 �� �� 都��1’ 鉄��l′ 田��1 �� �� �� ��R�1’ �#x�CR�0．26 鉄��35 �#B�30 

オオバキボウシ �#R�1’ �� 鼎��1’ �� �� �� �3��1’ �3��1 �#R�l 鼎��1’ ����C��0．28 田��24 �#R�25 

ア　　　ケ　　　ビ �#��1 �#��l ��R�1’ ��R�＋ ����1′ ��R�1’ �3��l′ ��R�1’ ��R�l’ ��R�l’ ��x�C��0．34 �����22 �3��27 

7　　　万　　　ソ �� 塔��1 �� �� �� �� �� �� �� �� 嶋�C��0．10 ����10 湯�10 

35 ���b�60 ���ﾂ� �� �� �� �� �� �� ��9．5 ���C�B�20 ��"�4 唐�

イ　タ∴ド∴リ �� 迭�＋ �� �#��l′ �3R�1 �3��1′ �3��I’ �� �� �� ��(�C��0．16 鉄��15 ��R�15 

ス　　　ス　　　キ �� 鼎��1’ 涛��1’ �� �����1’ 田��1′ 涛��2 ��#��3 ��3��2 ��S��2 都��C��0．98 塔��100 塔��95 

フ　　　　　　　ジ �� �� �3��1′ �� �� �� �� �� �� �� �8�C��0．02 ����4 �"�3 

90 ���b� �� �� �� �� �� �� ��9．0 ���C�"�10 ����2 途�

ノ　ブ　ド　ウ �� �� ��R�l’ 田��1 �3R�1 鼎��1’ �� �� �� �� ��X�C��0．24 鼎��19 �#"�21 

15 曝�b� �� �� �� �� �15 ��ｲ� ��3．0 ���C�"�20 釘�2 �2�

ク／レ　マ　＿六　ナ �� �� �#��1’ �� �#��1’ �#��1’ �3��l’ �� �#��1’ �� ����C��0．10 鉄��14 湯�12 

ワ　　　ラ　　　ビ �� �� 涛��l �� �� 鉄��1 田��1 �����2 �����3 �����3 鉄��C��1．10 田��65 �����83 

7才ツゾラフン �� �� 鼎��1 �� �� �#R�1’ 鼎��1’ �#��1′ 田��l’ 都��1 �#X�CR�0．28 田��32 �#R�29 

ツ　ユ　ク　‾サ �� �� �� ��R�＋ �� �� �� �� �� �� ���CR�0．004 ����2 ���CB�l 

ヤマネゴヤナギ �� �� �� 塔������� �� �� �� �� �� 嶋�C��0．10 ����10 湯�10 

ウ　　　　　　ド �� �� �� ��S��2 �� �� �� �� �� �� ��X�C��0．20 ����19 ����19 

ア　　カ　　ネ �� �� �� ��R�1’ �3��1’ �� �� �� �� �� 滴�CR�0．04 �#��6 釘�5 

ウ　　ツ　　ギ �� �� �� 田��1′ ��R�1′ �� 塔��1’ �� �� �� ��X�CR�0．06 �3��20 迭�13 

ニ　　　ガ　　　ナ �� �� �� 鼎��1’ �� �� �3��1’ 鼎��＋ �� �� ����C��0．04 �3��14 釘�9 

Violalsp． �� �� �� ��R�＋ ��R�＋ �� �� �� ��R�＋ ��R�＋ 塗�C��0．02 鼎��8 �"�5 

アキカ　ラマツ �� �� �� 涛��1’ �� 鼎��1’ 都��1’ 鼎��1 都��l’ 都��1’ �3��C��0．20 田��48 ����33 

ク　　　　　　リ �� �� �� �� �#��1′ �� �� �� �� 田��1′ 嶋�C��0．04 �#��10 釘�7 

オヤマボクチ �� �� �� �� �3��1’ �� �� �� �� �3��l’ 塗�C��0．04 �#��8 釘�6 

ク　　　　　　　ズ �� �� �� �� �#��1′ �� �3��1’ 田��1 塔��1’ 田��1 �#X�C��0．26 鉄��32 �#B�28 

ヤ　マ　ブ　キ �� ���� �� �� �#��1’ �� �� �� �#R�l’ 滴�CR�0．04 �#��6 釘�5 

アズマヤでアザミ �� �� �� �� �� ��#��1 �� �� �� �3��1’ ��X�C��0．12 �#��19 ����15 

カ　ン　ボ　ク �� �� �� �� �� �� 塔��3 鼎��l′ 田��1’ �� ����C��0．34 �3��23 �3��27 

ユ　ウ　ス　ゲ �� �� �� �� �� �� 涛��1 �����2 ��#��2 �� �3(�C��0．50 �3��41 鼎R�43 

20 ���b� �� ��2．0 ���C�"�10 �2�2 �2�

30 ���ﾂ� �� ��3．0 ���C�"�10 釘�2 �2�

シ　　オ　　デ �� �� �� �� �� �� �� 都��l’ 田��1′ �� ��8�C��0．04 �#��16 釘�10 

フ　ダリ　シズカ �� �� �� �� �� �� �� �#��＋ �#��＋ �#��＋ 塗�C��0．01 �3��8 ���5 

15 ���b�15 ���b�20 綿�ﾂ�5．0 ���C�b�30 澱�5 澱�

30 ��ｲ� ��3．0 ���C��B�10 釘�0．4 �"�

ズ �� �� �� �� �� �� �� �� ��R�＋ �� ���CR�0：004 ����2 ���CB�1 

サ　／レ　マ　　メ �� �� �� �� �� �� �� �� ��R�＋ ��R�＋ �8�C��0．01 �#��4 ���3 

コ　　‾ブi∴∴二し　　メ �� �� �� �� �� �� �� �� ����＋ ����1’ �(�C��0．02 �#��3 �"�3 

イ　ヌト　ウ　バ　ナ �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��R�1’ ���CR�0．02 ����2 �"�2 

CarexIsp． �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��R�l′ ���CR�0．02 ����2 �"�2 
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（10）調査地9．休耕地（水田）標高830m

孝一孝／′　i　／ダ　易囲∵ 劔劔凵A　　∴＼　　∴ii 劔僮I‾ 

SSSSSE笹原 一、千 劔劔� 劔� 

詳言蔚1－ ����∴∴∵ � ���ﾙｲ��育��幾 ��髪質 ��劔綴緩 

緩窮緒／霧 　ノ撥‾′ 劍���ﾈ�h�b��������劔一イ：＿ ���ｨ���ノ務 

ー／ � �� � � 

∴　‘i∴ 劔劔i � 做�更���Yy��ii韓等i 劔 

写真19　休耕田の景観

図9のように側溝をはさんで　舗装道路に沿っ

ている水田の休耕地である。1×1m2の方形区を

任意に5カ所設けた。カモガヤは，牧草採取用に

この地で栽培されていたものが残っているもので

ある。ヒメショオンの大群生地で，優占度100に対

し，ヤマヨモギ58，カモガヤ31，ツユクサ21であっ

た。帰化率は，種類数では27．3％であるが，優占

度でみると52．0％に達している。表に出現してい

ない種では，ススキ，アカソ，アキカラマツ，フ

シグロセンノウ，トリアショウマ，キンミズヒキ，

ナワシロイチゴ，ミゾノバなどがみられた。

（11）調査地10．青畳入口　標高750m

印か薯 －∴∴」∴ ／務 劔導 劔nﾉ�ﾈ6ﾒ���{ｨ耳�ﾆ儷��

怒／－憲 � 凵�q 冖b� ��

∴ケ「∴　一 劍���ﾆ���v迄��8�5ﾂ���冩y�亦�

／ ��子 
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写真20　ススキ～トリアシショウマ型の山地草原

舗装道路と水田との問にある北向45‾の急斜面

で，調査地8の地点と類似しているが，より集落

地に近い人里にある。1×1m2の方形区を任意に

5カ所設けた。定期的に採用される場所で，トリ

アシショウマが優占する山地草原である。

‾1両訂叛

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相対値 剌�闢x 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�披度 

●ヒ　メ　ゾ　三　オ／ ��SH�C��3．80 �����100 �����100 

ヤ　で　ヨ　モ　ギ 涛h�C��2．00 �����62 鉄2�58 

●カ　　モ　　が∴∴ヤ 鉄H�C��1．00 �����35 �#b�31 

ツ　　ユ　　ク　　サ �#H�C��1．00 �����16 �#b�21 

オ　　オ　　バ　　コ ��x�C��0．60 田��11 ��b�14 

15．0 ���C#��60 ����7 湯�

ダ　イ　コ　ン　ソ　ウ ����C��0．24 鼎��12 澱�9 

ク　ル　マi／言　ナ �#��C��0．12 田��13 �2�8 

ボ　タ　ン　ズ　ル 塗�C��0．04 �#��4 ���3 

●シ　日　ソ　メク　サ �8�C��0．04 �#��2 ���2 

タ　チ　ッ　ボ　ス　ミ∴ン ���C��0．01 �#��1 ���C2�1 

植　　物　　名 兌ﾘ������ｼ��儻�7��相対値 剽D七度 相対値の和 2 

高　さ 儂ﾙ7��俘(+2�被度 

128．0 �8�C���100 �����100 �����

ス　　　　　ス　　　　　キ ���h�C��1．20 �����91 �3"�62 

サ　サ　屋lsp． 鼎(�C��2．00 �����33 鉄2�43 

モ　ミ∴シ　イ　チ　コ 鉄(�C��0．80 塔��41 �#��31 

ボ　　タ　　ン　　ズ　／ン �3��C��0．64 塔��30 ��r�24 

ヘ　ビ　ノ　ネ∴ゴ∴ザ �38�C��0．80 田��26 �#��24 

ツリ　ガネニ　ンジ　ン 鼎��C��0．40 鼎��31 ����21 

ノ　　コ　　ン　　二ギ　ク �#��C��0．24 鼎��22 澱�14 

フカギレオオモミ　シ �#��C��0．40 鼎��16 ����14 

ウ　　　　　ツ　　　　ギ �#h�C��0．24 鼎��20 澱�13 

24．0 ���C#��20 ����5 ��"�

コツ六とヨ　下　り　六ナ �#H�C��0．20 �#��19 迭�12 

ヤ　マ　ネ　コ　ヤ　ナ　ギ �#��C��0．20 �#��16 迭�ll 

10．0 ���CC��40 唐�11 ����

ノ　リ　　ウ　　ツ　　ギ ����C��0．20 �#��14 迭�10 

ス　　イ　　カ　　ズ　ラ ��H�C��0．24 鼎��11 澱�9 

ア　　　　　ケ　　　　　ビ 度�C��0．44 田��5 ��"�9 

ガ　　　　ナ ��H�C��0．24 鼎��ll 澱�9 

イ　　　タ　　ト“　リ 嶋�C��0．20 �#��6 迭�6 
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本地域の採草地，日当りのよい山地草原は，ス

スキ～ワラビ型，とススキ～トリアシショウマ型

の二型に大きく分けられる。

5．まとめと問題点

青畳川流域の植物相及び植生調査の第一年次と

して，長倉林道沿いで主に草地群落を調査した結

果次のことが明らかになった。

リ∴∴∴ヨ　　　ウ　　　フ 祷�C��0．20 �#��7 迭�6 

リ　　　ン　　ド　　ウ ��H�C��0．04 �#��11 ���6 

タ　チ　ッ　ボ　ス　ミ　レ 滴�C��0．24 鼎��3 澱�5 

ノ　　イ　　パ　　ラ 嶋�C��0．04 �#��6 ���4 

キ　ン　：∴ズ　ビ　ギ 店�C��0．04 �#��4 ���3 

ズ 塗�C��0．04 �#��5 ���3 

サ　　　ル　　　マ　　　メ �8�C��0．01 �#��2 ���C2�1 

ニ　ッ　バ　ッ　チ　ダリ �8�C��0．01 �#��2 ���C2�1 

イ　　　ヌ　　ツ　　ゲ �(�C��0．01 �#��2 ���C2�1 

（l）天然更新中のダケカンバ林の組成や観察結果か

ら，丸黒山の標高1，500m以高の地には，亜高山帯の針落樹林が成立していたものと考え・られ，山

頂一帯（東側）に残されているコメソガ林は，組成的には御岳山飛騨側のコメソガ林とも差は認

められない。

（2）標高1，500m以下の低山帯に属する地域は，本来的にブナ林を欠いている。古くから植林作業が盛

んに行われ，原生林はほとんど残されておらず，ミズナラ，トチノキ，ウランロモミ等も局所的

に巨木が残されているにすぎず，大部分がヒノキ，カラマツ等の人工林か，ミズナラ，クリ，シ

ラカンパ，カェデ類等の落葉広葉二次林あるいは採草地としての山地草原である。

〈3）帰化種ヒメンヨオンは，低地から，標高1，480mの長倉林道終点に至るまで　車道あきの草地に広

範にわたって生育している。それ以高徒歩道になると，あずかに道わざにヒメンヨオン，ヒメス

イ六，シロツメクサが認められヒメスイ六が最高点標高1，680mで認められた。

（4）車道に沿った草地でも，タマアジサイ～ウワバミノウ群落など日影の湿地性林縁，あるいは車道

を少しでも離れた渓流沿いのノリクラアザミーオオハナウド群落の高茎草本群落には，帰化種は

全くみられず，帰化植物の生育地は自然に人工が加わったところだけに限られている。

（5）あさひの森造成地や休耕田にみられるように，この地域の裸地に先駆的に侵入し大群生するのは，

帰化種ヒメジョオンである。

（6）家畜飼料採取のために，定期的に採草されることによって維持されている山地草原は，本地域で

はススキーワラビ型とススキートリアシショウマ型に二分される。

（7）引続き各地で　天然更新地，二次林地での森林群落方形区調査を行い，本地域全体の森林植生の

実態を把握するとともに，資料収集による植物相解明が必要である。
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